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 3月 15日 ＭＣＣウォーミングアップレース 

4月 12日 ＪＳＡＦ三河湾周遊レース 
       幡豆→野島→衣浦 
4月 19日 ＭＣＣ４月ポイントレース 
5月 03日 ＪＳＡＦ五ヶ所湾合同レース 
       蒲郡→沖の瀬→五ヶ所湾 
5月 04日 ＭＣＣ鳥羽クルージング 

 

応急手当講座実地訓練風景 
３班に分かれて 

皆さん真剣な眼差し 
傍観者でなく応援者になろう 



応急手当講座報告      広報担当  中村 

２月１５日海陽ハーバーで応急手当講習会が開催されました。 

当日は蒲郡消防署から３名の指導員が来所、丁寧にご指導いただきました。 

まずは模型や人形を使って救急の基本、指導員の実技指導を教えていただ 

いてから３班に分かれ会議室一杯に広がり個別指導を受けました。 

  １、傷病者がいたら反応を確認する。 

２、反応が無いなら大声で人を呼ぶ、１１９番、ＡＥＤ 

３、気道確保、普段どおりの呼吸が無ければ人工呼吸を 

２回行う（汚れ、異性・・・口移し人工呼吸等戸惑 

うなら無理に行わなくても良い） 

４、心臓マッサージを行う（人工呼吸よりこちらが大事） 

マッサージ３０回、人工呼吸２回、マッサージ３０回、 

・・・・・・これを繰り返す 

５、ＡＥＤが到着したら電源を入れ、音声指示に従い操作 

 

救急車は平均６分で到着するそうです 

心臓停止３分で脳細胞が死に始め５分では・・・・・ 

救急隊が到着する前の応急手当が如何に大切か 

適切な応急手当の知識を得、多くの人が応急手当できるように 

なってほしいそうです。 

心臓マッサージの連続動作はキツイ作業です、お互い傍観者にならず応援者になりましょう。 

新レース委員あいさつ 

２月というのに暖かい日が続きますね、会員の

皆様は春のシーズンに向けての愛艇の整備は

進んでいますか。 
私たちは今年度レース委員になりました「べ

べ」の都築と「ウラナミ」の中村です。二人と

もレース委員は初めてのことですので色々至

らないことが多々あると思いますが、中村会長

はじめ鳥居前レース委員長等のご指導をいた

だきながら精一杯頑張りますのでよろしくお

願いいたします。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

ＭＣＣ役員会報告    総務委員長  近藤 

２月１５日（日）、今年第一回目のＭＣＣ役員会が海陽ヨットハーバー２階会議室で開催されました。 
出席者は中村会長始めオブザーバーを含め１５名、まず、北河会計から別紙会計報告があり承認されました。 
その後、今年のレース日程とレースコミッティーを決めました。 
レースは基本的には昨年並み、ＪＳＡＦレース日程とはできるだけバッティングさせない中で検討されました。

３月１５日はウォーミングアップレースを実施する。 

７月オーバーナイトレースコースを逆回りにする、開催日を第二日曜日に変更する。 

９月佐久島レースは２コースを作り天候により選択する等の変更を決めました。 

他にはレーティングの変更を検討しラグーナ、ＭＣＣ共用の独自方式を作成する予定です。 

 

５月の合同クルージングには答志島が候補に上がりました、 
今後つめますが是非多数の参加をお待ちします。 
他にはヨット人口の裾野を広げたくヨット体験乗船を企画します。 
海の日、蒲郡マリンカップ、理事長杯レースに体験希望者を募集する

予定です。 
みなさんの協力により成功させたいと思います、よろしくお願いいた

します。 



２００９年度　三河湾クルージングクラブレース要領 　　　　２００９．２．１５　ＭＣＣレース委員会

- 前 期 後 期

レース名 ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟﾚｰｽ ４月ポイント 春のﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ ＭＣＣｶｯﾌﾟ(早朝) 三河湾周航(ﾅｲﾄ) 理事長杯 佐久島（早朝） 秋のﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ 11月ポイント

開 催 日 3月15日 4月19日 5月17日 6月21日 2009/7月/11,12日 8月30日 9月27日 10月25日 11月15日

Ｓ→小島（東） Ｓ→小島（東） Ｓ→小島（東）

当日指示 ラグーナレース 三河湾合同レース 　→豊橋潮流ﾌﾞｲ 　→豊橋潮流ﾌﾞｲ 理事長杯 　→豊橋潮流ﾌﾞｲ 三河湾合同レース ラグーナレース

コ ー ス 三角＆ソーセージ 三角＆ソーセージ 　→梶島ブイ 　→生田鼻ブイ 　→佐久島西 三角＆ソーセージ 三角＆ソーセージ

（２レース） （２レース） 　→豊橋潮流ﾌﾞｲ 　→一色ブイ 　→生田鼻ブイ （２レース） （２レース）

　→小島（東） 　→野島（西） 　→豊橋潮流ﾌﾞｲ

　　　　　→Ｆ 　→豊橋潮流ﾌﾞｲ 　→小島（東）→Ｆ

　→小島（東）→Ｆ

※ 当日ｺｰｽ変更あり

直線距離 - - - 19.3 38.4 - 28.5 - -

スタート 11:00 10:30 10:30 7:00 23:00 別途指示 7:00 10:30 10:30

ﾀｲﾑﾘﾐｯﾄ 15:00 15:00 15:00 15:00 15:00 15:00 15:00 15:00

出艇申告 艇長会議前 艇長会議前 艇長会議前 艇長会議前 艇長会議前 艇長会議前 艇長会議前 艇長会議前

艇長会議 10:00 9:00 9:00 6:00 22:00 6:00 9:00 9:00
レース委員会 べべ ルートリス オデッセイ ダンシングビーンズⅢ 海陽ハーバー アルミスⅤ うらなみⅨ ホーネット

帆走委員長 水藤 菱田 伊勢谷 安田 稲垣 近藤 中村

出 艇 料 ナシ 　　　　　会員艇は、５０００円　　非会員艇は、６０００円（懇親パーティー不参加は５０００円）

　１．上記レースの実施要領詳細は、艇長会議にて帆走委員長が指示する。なお、コミッティー担当は、スタート１０分遅れで参加できるものとする。

　２．年間成績は、出場レースの内上位７レースの合計得点とする。なお、ＭＣＣ非会員艇は、得点の対象としない。

　３．各レースの得点は、１位を２０点とし、以下は順位が下がる毎に１点づつ減じる。ただし、１１位以下は、全て１０点とする。また、１位には、１／４点を加算する。

　　　＊ＯＣＳ・ＤＮＦの得点は、１０点とする。＊ＤＮＣ・ＤＮＳ・ＲＥＴ・ＤＳＱの得点は、８点とする。＊コミッティー担当で出艇しない時は、４位の得点を与える。

　　　＊チャンピオンシップとポイントレースは、２レースの総合成績による。（同順位、同得点有り）＊修正時間システムは、ＭＣＣ独自ルールによる。

　４．競技規則違反に対する抗議は、抗議書に抗議料（１０００円）を添えて帆走委員長に申告すること。（抗議成立の場合は、抗議料を返還する。）

要領補足 　５．レースに参加する艇は、小型船舶安全検査合格艇であること。適用規則は、このレース要領、ＲＲＳおよび帆走指示書とする。

　６．各レースの帆走の安全については、各艇長の責任において充分注意し、事故防止に努めること。

　７．レース終了後、１５時頃から蒲郡荘にて懇親パーティーおよび表彰を実施する。

　８．優勝艇は、レース記事を提出すること。（遅くとも１週間以内に会報担当：中村（ホーネット）に送付のこと。）

　９．コミッティーには、２０００円の弁当料を支給し懇親パーティー費と相殺する。

１０．レース委員会は、レース委員長：都築（べべ）、各レース帆走委員長で構成する。

１１. チャンピオンシップとポイントレースは他クラブとの共同開催とし、MCCはコミッティを応援する。

  4月19日（日）　　 ：バーベキューパーティー（レース終了MCC　　蒲郡荘   4月12日（日） :三河湾周遊レース (幡豆－衣浦） 　　　　　 ＪＳＡＦ

  5月  日(別途連絡) ：鳥羽クルージング MCC   5月 3日（祝） :五ヶ所湾合同レース(蒲郡-沖の瀬-神島西-五ヶ所） JSAF/OP
  7月19日（日）　 　 ：海の日・体験乗船 蒲郡市民マリン広場   5月24日 (日） :エリカカップ (ラグーナ沖） 　　　　 JSAF/OP
  7月26日（日）　 　 ：蒲郡花火大会観賞 竹島沖   6月21日（日） :伊勢湾合同レース (河芸－四日市） 　　　　 JSAF/OP

その他行事   8月 2日（日）  ：蒲郡マリンカップヨットレース 蒲郡沖   7月24-26日 :鳥羽パールレース (五ヶ所－江ノ島） 　　　　　 ＪＳＡＦ

 10月18日（日）　　 ：みやまつり　海中渡御観賞 三谷海岸   9月20日（日） :伊勢湾マリンカップ(河芸沖） 　　　　　 ＪＳＡＦ

 12月12日（土）　   ：総会・表彰式・年末パーティー MCC　　蒲郡荘  10月10日（土） :東海ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ (ラグーナ沖） 　　　　　 ＪＳＡＦ

　ｽﾓｰﾙｸﾙｰｻﾞｰﾚｰｽ  ：4/26,5/17,6/28,7/19,8/30,9/20,10/25,11/22  10月11日（日） :東海ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟﾞ & ﾃﾞﾆｽｺﾅｰｶｯﾌﾟ(ラグー　　　　 JSAF/OP
 10月17日（土） :東海ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ & 三河湾周遊(蒲郡－幡　　　　　 ＪＳＡＦ
 10月18日（日） :東海ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ (幡豆沖) 　　　　　 ＪＳＡＦ

ＭＣＣ・ヨットハーバー行事日程 ＪＳＡＦ・その他レース日程



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＲＳ(2009-2012)、レース規則が改正されました、 

４月１日からは新しいルールが適用されます。 

セーリング競技規則（ＲＲＳ）は４年に一回、オリンピックの翌年に改定されます。 
今回の改定で最も際立って戦術に影響を与える点は、第２章Ｃ節「マークおよび障害物において」です。 
従来のＣ節は、規則 18の｢マークと障害物の通過と回航｣と、規則 19の｢障害物においてタックするため
のルーム｣の 2項目で構成されていました。新ルールでは、規則 18の｢マークルーム｣、規則 19の｢障害物
を通過するためのルーム｣、規則 20の｢障害物においてタックするためのルーム｣になり、三つのケースに
分けてかかれています。なお、Ｃ節の規則がＡ節の｢航路権｣、Ｂ節の「一般原則」と矛盾する場合はＣ節

を優先していましたが、これからはＡ節やＢ節も併用されます。 
複雑に戦術が展開されるマークに対し、障害物では戦術よりも安全、 
といったセーラーの競技における実情に合わせた改定です。 
また、「２艇身ゾーン」は３艇身の「ゾーン」に変りました。さらに 
帆走指示書で４艇身に変更されることもあります。他にも、定義「障 
害物」の変更や旧規則 17.2の削除はセーラーの戦術を変えるでしょう。 
一方で、新定義「マークルーム」や「フェッチング」の導入などによ 
り、セーラーの持っていた疑問に答える「理解しやすい」新ＲＲＳと 
なっています。(詳細はルールブック、舵誌 3月号Ｐ１３５解説参照) 

新定義「ゾーン」 
（旧２艇身ゾーンの変更） 

 
マークに近い方の艇の３艇身

の距離で囲まれた、マーク周

囲の区域を、ゾーンという。

艇体の一部がゾーンに入って

いる場合、その艇は、ゾーン

の中にいるという。 
 

新定義「マークルーム」 

艇がマークへ帆走するためのルーム、その後マーク回航中

にプロパー・コースを帆走するためのルームをマークルー

ムという。ただし、マークルームを与える必要がある艇の

風上かつ内側にオーバーラップした場合を除き、マークル

ームにはタックするためのルームを含まない。 
（ゾーンの端からマークに近づくまでのルームとマーク回

航中にプロパー・コースを走るためのルームに分けて定義） 

新定義「フェッチング」 
艇がタックを変更することなくマークの

風上をその定められた側で通過できるコ

ース上の位置に入る場合、艇はマークをフ

ェッチングしているという。 
（タッキングしないでマークを回れる状

態なら、マークから離れていても「フェッ

チング」しているという。） 

規則 18.3マークに近づく場合のタッキング

反対タックの２艇がマークに近づいており、そのうち

の１艇はマークをフェッチングしており、もう一方の

艇がタックを変更し、結果的にゾーン内で規則 13(タ

ッキング中)に従わなければならない場合には、それ以

降規則 18.2(マークルームを与えること)は適用しな

い。タックを変更した艇は 

(ａ)相手艇に自艇を回避するためクロースホールドよ

り風上を帆走させたり、または相手艇が定められた側

でマークを通過するのを妨げたりしてはならない。 

(ｂ)相手艇が自艇の内側にオーバーラップした場合に
は、マークルームを与えなければならない。 

Ｂ艇はＡ艇にクロ－スホールドより上って走らせたり、 

Ａ艇のマーク回航を妨げてはいけない 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

会員艇の紹介 

「百恵」グループ 
蒲郡市民マリーン広場、旧蒲郡ヨット

ハーバー泊地に「百恵」グループを訪

ね取材してきました。 
「百恵」といえばＭＣＣ発足の頃から

活動している皆さん、過去にはＭＣＣ

行事委員長として活躍もいただきま

した。グループは１９７５年の発足、

艇は昨年１０月に２５年間活動した

ハヤシ２６からヤマハＥＸ３１（４代

目）に乗換えました。一回り大きくな

った艇はＡＶを充実させ陸電も引か

れワンルームマンション並み、従来か

ら毎週日曜日にはグループ員が集ま

りますが、乗換え後は出席率が上がっ

たそうです。当日は７人のオーナーか

らお話をいただきました。 

代表オーナーは一番若手、今回からオ

ーナーに加入した杉浦氏。他には榊

原、野田、竹内、井上、壁谷、加藤、

三浦、坂本、千賀各氏の１０名がグル

ープオーナー。メンバーは多士済済、

和太鼓グループ「響」創始者、アマチ

ュア無線リーダー、１級建築士を始め

１級のつく管理士や技能士、建築関連

技術者集団でもあります。 
ボランティア活動には以前から積極

的に協力しており「ひと・人・ヒト」

で知った障害者支援活動、百恵グルー

プだけで年１,２回の障害者の体験乗
船とバーベキューを継続しています。 
艇も一新しレース参加意識も高揚し

ているそうでエリカカップ、蒲郡マリ

ンカップには活躍する予定です。 

新百恵にて左から杉浦代表、竹内氏、加藤氏、 
前列は野田氏、他のオーナーはどこに？？ 

まだ艇名表示が無い 

名前の由来はご存知百恵チャ

ン、まだ新人の頃からの百恵フ

ァン、売れ出す前のサイン色紙

をお持ちだそうです。 

コックピットで取材、野田氏と杉浦氏 



 

MCC倉庫、貸棚に空きがあります。セール保管に最適です。

1年間、1万円、希望者は会計北河か中村に連絡ください。

MCC会費 納入のお願い 
MCC 会計 北河    

各艇の年会費、1艇 4000 円の納入をお願いします。 

なお、未納分の精算等、具体的な納入額は同封の納入資料によりお願いします。 

「請求金額」欄に記載した金額の納入をお願いいたします。 

振込みをされるとき、「送金人住所氏名」欄には、氏名の前に＜艇名＞をご記入ください。 

 

郵便局、郵貯銀行での振替、払込 

通 帳 記 号 番     号 
郵便貯金 

１２１４０ ５６３４６８０１ 

口座名 三河湾クルージングクラブ 代表 中村 孝 

★郵便貯金「ぱるる総合口座」から郵便振替。（ＡＴＭ扱いなら無料） 

★郵便局ＡＴＭによる現金払込。（３万円未満８０円、手数料はご負担ください） 

一般金融機関から振込 

店 番 預金種目 
郵便貯金 

２１８ 普通預金 

口座名 三河湾クルージングクラブ 代表 中村 孝 

★ 手数料は取扱い金融機関により違います、手数料はご負担ください。 

★ ＭＣＣ第三日曜日レース他行事時にも受付いたします。 

 

ＭＣＣ会報のお願い 
現在、ＭＣＣではホームページを作成、運用しています、ＨＰには最新の情報、毎月の会報等ＭＣＣ

の情報を掲示しています。皆さんから掲示板への投稿をお待ちしています。 
ＨＰについてご意見がありましたらぜひ、ホームページ委員 (info@aichi-mcc.org)か中村
(naka@aichi-mcc.org)へお願いします。 
ＨＰの中でＭＣＣメーリングリストの募集をしています、代表者はもちろん仲間の皆さんの登録をお

願いいたします。登録いただくと事務局からの大切な連絡事項や会員同士の連絡メールが届きます。

このサービスを充実させるため現在未登録艇は事務局で登録させていただきます、ご承知ください。 
今回の会報はＨＰ掲載の他に年 1回の郵送をさせていただき、会員名簿も同封させていただきました。
記載内容にミスがないか確認してください。ミスがありましたら中村へ連絡ください。 

メール naka@aichi-mcc.org ＦＡＸ 0533-57-4401 ＴＥＬ 0533-57-4401 
なお、会員名簿内容は会員相互の連絡用にのみ利用いただくようおねがいいたします。 

メールアドレス空欄の艇はぜひ、アドレスを中村へ連絡ください。 
 

 

 

春です、潮干狩りの季節です 
毎年春先から蒲郡市内の海岸で楽しむことができる潮干狩り場、三谷 
（三河大島を含む）、竹島、西浦（前ノ尻）海岸に今年から形原と西浦の海岸 
２カ所が新たに一般開放されます。 
今回新たに潮干狩り場として一般開放されるのは、形原町の春日浦海岸と西浦町の松島の２カ所。春

日浦海岸は、形原漁港大橋の北側に広がる干潟で、三河湾口の中山水道しゅんせつ土砂を入れて平成

１８年度に造成したもので今年から一般開放されます。 
西浦では知柄漁港南側に加え、名鉄西浦マリーナ西の松島周辺が潮干狩り場として一般開放されます。

西浦海岸と同じ岩場であるため、砂地の海岸とはひと味違った楽しみ方ができます。 
潮干狩りの解禁は三谷海岸、三河大島、西浦海岸、松島、春日浦海岸が３月１２日、竹島海岸が４月

８日の予定です。 
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